
天
剣
漫
録 

 

一
、 

 
細
心
焦
慮
は
計
画
の
要
能
に
し
て
、
虚
心
平
気
は
実
施
の
原
力
也
。 

 
 
 
 

﹇ 

細
心
：
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
心
を
配
る
こ
と
。 

焦
慮
：
焦
っ
て
苛
立
つ
こ
と
。 

虚
心
：
心
に
何
の
こ
だ
わ
り
も
持
た
ず
に
、
素
直
で
あ
る
こ
と
。
﹈ 

二
、 

 

敗
け
ぬ
気
と
油
断
せ
ざ
る
心
あ
る
人
は
、
無
識
な
り
と
も
用
兵
家
た
る
を
得
。  

三
、 

 

大
抵
の
人
は
妻
子
を
持
つ
と
共
に
片
足
を
棺
桶
に
衝
込
み
て
半
死
し
、
進
取
の
気
象
衰
え
退
歩
を
始
む
。  

四
、 

 

金
の
経
済
を
知
る
人
は
多
し
。 

時
の
経
済
を
知
る
人
は
稀
な
り
。  

五
、 

 

手
は
上
手
な
り
と
も
力
足
ら
ぬ
と
き
は
敗
る
。 

戦
術
巧
妙
な
り
と
も
兵
力
少
な
け
れ
ば
勝
つ
能
は
ず
。  

六
、 

 

一
身
一
家
一
郷
を
愛
す
る
も
の
は
悟
道
足
ら
ず
。 

世
界
宇
宙
等
を
愛
す
る
も
の
は
悟
道
過
ぎ
た
り
。 

軍
人
は
満
腔
の
愛
情
を
君
国
に
捧
げ
、
上
下
過
不
及
な
き
を
要
す
。  

 
 
 
 

﹇ 

悟
道
：
仏
道
の
真
理
を
悟
る
こ
と
。 

満
腔
：
体
中
、
満
身
。
﹈ 

七
、 

 

本
年
の
海
軍
年
鑑
を
見
る
に
、
吾
国
海
軍
も
幕
の
中
に
入
れ
り
。 

精
励
息
ま
さ
れ
ば
大
関
に
も
横
綱
に
も
な
る
な
ら
ん
。 

 

勉
強
せ
ざ
れ
ば
又
三
段
目
に
下
が
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。  

八
、 

 

「
ネ
ル
ソ
ン
」
は
戦
術
よ
り
も
愛
国
心
に
富
み
た
る
を
知
る
べ
し
。  

九
、 

 

人
生
の
万
事
、
虚
々
実
々
臨
機
応
変
た
る
を
要
す
。 

虚
実
機
変
に
適
当
し
て
、
始
め
て
其
の
事
成
る
。  

十
、 
 

吾
人
の
一
生
は
帝
国
の
一
生
に
比
す
れ
ば
万
分
の
一
に
も
足
ら
ず
と
雖
、
吾
人
一
生
の
安
を
偸
め
ば
帝
国
の
一
生
危
し
。  

 
 
 
 

﹇ 

雖
（
い
え
ど
も
）：
た
と
え
〜
で
も
。 

偸
（
ぬ
す
）：
「
盗
」
と
同
意
語
。 

﹈ 



十
一
、 

成
敗
は
天
に
あ
り
と
雖
、
人
事
を
尽
さ
ず
し
て
天
、
天
と
云
う
こ
と
勿
れ
。  

十
二
、 
敗
く
る
も
目
的
を
達
す
る
こ
と
あ
り
。 

勝
つ
も
目
的
を
達
せ
ざ
る
こ
と
あ
り
。 

真
正
の
勝
利
は
目
的
の
達
不
達
に
存
す
。  

十
三
、 

平
時
常
に
智
を
磨
き
て
天
蔵
を
発
き
置
く
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
事
に
臨
み
て
成
敗
を
天
に
委
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。  

十
四
、 

苦
き
と
き
の
神
頼
み
は
、
元
来
無
理
な
る
注
文
な
り
。  

十
五
、 

教
官
の
善
悪
、
書
籍
の
良
否
等
を
口
に
す
る
者
は
到
底
啓
発
の
見
込
無
し
。  

十
六
、 

自
啓
自
発
せ
ざ
る
者
は
、
教
え
た
り
と
も
実
施
す
る
こ
と
能
は
ず
。  

十
七
、 

岡
目
は
八
目
の
強
味
あ
り
。 
責
任
を
持
つ
と
大
抵
の
人
は
八
目
の
弱
味
を
生
ず
。
宜
く
責
任
の
有
無
に
拘
わ
ら
ず
、
岡
目
な
る
を
要
す
。 

唯
是
れ
虚
心
平
気
な
る
の
み
。  

十
八
、 

虚
心
平
気
な
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
静
界
動
界
に
修
練
工
夫
し
て
人
欲
の
心
雲
を
払
い
、
無
我
の
妙
域
に
達
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。 

兵
術
の
研
究
は
心
気
鍛
錬
に
伴
う
を
要
す
。  

十
九
、 

天
上
天
下
唯
我
君
国
独
尊
は
軍
人
の
心
剣
な
り
。  

二
十
、 

進
級
速
か
な
れ
ば
速
や
か
な
る
程
吾
人
は
早
速
に
て
勉
強
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。 

何
と
な
れ
ば
一
定
の
距
離
を
行
く
に
少
き
時
間
を
与
え
ら
れ
た
れ
ば
な
り
。  

二
十
一
、
吾
人
の
今
後
三
十
年
、
其
の
内
十
五
年
は
寝
て
暮
ら
す
と
思
え
ば
、
何
事
を
為
す
遑
も
な
し
。  

二
十
二
、
治
に
居
て
乱
を
忘
る
べ
か
ら
ず
。 

天
下
将
に
乱
れ
ん
と
す
と
覚
悟
せ
よ
。  



二
十
三
、
世
界
の
地
図
を
眺
め
て
日
本
の
小
な
る
を
知
れ
。  

二
十
四
、
世
界
を
統
一
す
る
も
の
は
大
日
本
帝
国
な
り
。  

二
十
五
、
家
康
は
三
河
武
士
の
赤
誠
と
忠
勤
と
に
依
り
て
天
下
を
得
た
り
。 

小
大
此
理
を
服
膺
す
べ
し
。  

 
 
 
 

﹇ 

赤
誠
：
嘘
や
偽
り
の
な
い
心
。 

服
膺
（
ふ
く
よ
う
）
：
心
に
留
め
て
忘
れ
な
い
こ
と
。
﹈ 

二
十
六
、
元
亀
天
正
の
小
天
地
は
、
目
下
世
界
の
全
面
な
り
。  

 
 
 
 

﹇ 

元
亀
天
正
：
戦
国
時
代
の
元
号
。
一
五
七
○
年
（
姉
川
の
戦
い
）
〜
一
五
九
二
年
（
朝
鮮
出
兵
）
。
﹈ 

二
十
七
、
人
智
の
発
達
と
機
械
の
進
歩
は
、
江
戸
長
崎
の
行
軍
時
間
を
東
京
倫
敦
の
行
軍
時
間
と
同
一
に
し
た
る
こ
と
を
忘
る
べ
か
ら
ず
。  

二
十
八
、
三
月
に
な
る
と
早
や
寒
さ
を
忘
れ
て
陽
気
に
浮
か
る
る
様
の
事
に
て
は
、
次
の
冬
の
防
寒
は
覚
束
な
し
。  

二
十
九
、
咽
元
過
ぐ
れ
ば
熱
さ
を
忘
る
る
は
凡
俗
の
劣
情
な
り
。  

三
十
、 

観
じ
来
れ
ば
吾
人
は
緊
褌
一
番
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。 


